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太
陽
光
発
電
の

「出
力
制
御
」
実
施

北
電
と
は
逆
の
供
給
過
剰
に
原
発
止
め
ず

九
州
電
力
は
十
月
十
三
日
、
太
陽

光
事
業
者
に
発
電
を

一
時
停
止
さ
せ

る

「出
力
制
御
」
を
実
施
し
た
。
離

島
を
除
い
て
全
国
で
初
め
て
で
あ
る
。

九
電
の
中
央
九
電
司
令
所
は
十
二

日
午
前
十

一
時
半
、
九
千
七
百
五
十

九
件
の
太
陽
光
発
電
施
設

（出
力
計

四
十
二
万
附
）
を
停
止
さ
せ
る
遠
隔

操
作
を
行
っ
た
。
日
本
で
は
法
律
上
、

九
電
は
発
電
を
と
め
た
事
業
者
に
補

償
金
を
支
払
う
義
務
は
な
い
。
事
業

者
は
電
力
収
入
を
奪
わ
れ
る
形
で
あ

ブ（）。電
力
は
需
要

（消
費
量
）
と
供
給

（発
電
量
）
が

一
致
し
な
い
と
周
波

数
が
乱
れ
、
停
電
が
起
こ
り
や
す
く

な
る
。
九
月
の
北
海
道
全
域
が
停
電

し
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
、
地
震
に

よ
る
発
電
所
の
停
止
で
需
要
が
供
給

を
上
回
っ
た
こ
と
が
原
因
。
今
回
の

九
電
の
場
合
、
供
給
が
需
要
を
上
回

る
こ
と
を
見
越
し
た
も
の
で
、
北
海

道
と
は
逆
の
ケ
ー
ス
に
な
る
。

十
二
日
の
九
州
は
好
天
で
太
陽
光

発
電
が
多
く
見
込
ま
れ
た

一
方
、
土

曜
日
で
工
場
や
事
業
所
が
休
み
と
な
っ

た
ほ
か
、
冷
暖
房
の
需
要
減
が
予
想

さ
れ
、
こ
の
日
の
総
供
給
量
千
三
百

九
十
三
万
絆
、
需
要
は
人
百
三
十
八

万
附
と
見
込
ま
れ
た
。
九
電
は
、
出

力
を
抑
制
し
た
。
揚
水
発
電
に
電
気

を
使
い
、
蓄
電
池
に
も
計
三
百
二
十

六
万
絆
を
吸
収
。
な
お
余
る
四
十
二

万
絆
を
、
太
陽
光
を
対
象
に

一
時
停

止
さ
せ
た
。
九
電
は
好
天
が
つ
づ
く

十
四
日
、
二
十
日
も
出
力
制
御
を
実

施
し
た
。

再

エ
ネ
の
固
定
価
格
買
取
制
度

（Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
が
始
ま
っ
た
二
〇

一
二

年
以
降
、
太
陽
光
な
ど
再
エ
ネ
事
業

者
が
増
え
始
め
た
。
九
州
は
日
照
条

件
が
良
く
、
土
地
も
比
較
的
安
い
こ

と
か
ら
普
及
が
す
す
み
、
今
年
八
月

末
で
原
発
人
基
分
の
人
〇
七
万
磁
と

な
っ
た
が
、
今
後
も
出
力
制
御
が
続

く
と
再
エ
ネ
開
発
の
逆
風
と
な
る
。

政
府
は
今
夏
に
閣
議
決
定
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
、
二
〇
三
〇

年
に
再
エ
ネ
に
よ
る
発
電
割
合
を
三

二
～
二
四
絆
に
引
き
上
げ
、
主
力
電

源
と
す
る
方
針
を
定
め
た
。
そ
の
具

体
策
が
問
わ
れ
る
。

北
海
道
全
域
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

は
、　
一
発
電
所
に
過
半
の
電
力
供
給

を
担
わ
せ
、
リ
ス
ク
分
散
を
怠

っ
た

こ
と
が
要
因
。
北
電
が
泊
原
発
の
再

稼
働
に
固
執
し
た
か
ら
で
あ
る
。
今

回
の
九
電
に
し
て
も
川
内

ｏ
玄
海
原

発
四
基
を
再
稼
働
さ
せ
て
い
る
が
、

再
エ
ネ
の
出
力
制
御
よ
り
原
発
を
停

止
す
べ
き
で
あ

つ
た
。
こ
こ
で
も

「原
発
ゼ
ロ
」
の
意
味
は
大
き
い
。

ま
た
再
エ
ネ
事
業
者

へ
の
補
償
金
、

電
力
融
通
な
ど
対
策
が
急
が
れ
る
。

「
全
国
交
流
集
会

ｉ

ｎ

Ｏ

「新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
」

＊
十
一
月
十
日
↑
↓
十
二
時
半

〓

＊
十
一
月
十
日
午
後
六
時
半
～

○

「全
国
交
流
集
会

ｉ
ｎ
掃偶
腰

柏
崎
」

現
地
ツ
ア
ー

Ｊ
Ｒ
二触
操
獣
百
（駅
墨
集
合
・
バ
る
襲
冗

着
基
Ｔ
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
松
島

＊
十
一
月
十
一
日
曾
）
量
甲
〓
Ｔ
ふ
蒻
襦
緯
町

＊

紹
朕
顎
霊
末
文
化
全
構
ど

金
理
堕
虫
駆
則
？
１
２
１

４
５
）

○
市
民
・
地
域
共
同
発
電
所
フ
オ
ー
ラ
ム

（二
面
）

○
伊
方
原
発
運
転
差
し
止
め
仮
処
分
取
り
消
し

（三
面
）

○
米
政
権
一
核
兵
器
禁
止
条
約
に
対
抗
構
想

（五
面
）

●
日
本
社
会
は
い
ろ

い
ろ
な
病
気
に
罹

っ

て
い
る
が
、

「原
発

依
存
」
症
ほ
ど
重
症

な
も
の
は
な

い
。
日

本
社
会
の
病
気
だ
と
い
う
認
識

さ
え
な
い
人
も
少
な
く
な
い
。

む
し
ろ
、
病
気
を
積
極
的
に
広

げ
る
人
さ
え
い
る
。
国
と
電
力

関
係
者
で
あ
る
●
国
は
再
生
可

能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

「主
力
電
源

化
」
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
日
本
社
会
の

〃
健
康
回
復
〃

の
道
で
あ
る
。
こ
の
再

エ
ネ
開

発
を
徹
底
的
に
抑
え
て
き
た
の

が

「原
発
依
存
」
症
で
あ
る
。

日
本

一
流
の
東
芝
を
蝕
ん
だ
の

も

「原
発
依
存
」
症
で
あ
る
。

再

エ
ネ
の

「主
力
電
源
化
」
に

は

「原
発
依
存
」
症
の
克
服
が

不
可
欠
で
あ
る
●
九
州
地
域
で

電
力
供
給
過
剰
と
な

っ
た
際
、

九
電
は
原
発
稼
動
優
先
で
停
止

な
ど
念
頭
に
な
く
、
再

エ
ネ

の

出
力
制
御
を
実
施
。

「原
発
依

存
」
症
が
骨
の
髄
ま
で
染
み
込

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

重
症
き
わ
ま
れ
り
。
こ
の
重
症

の
認
識
こ
そ

「原
発
依
存
」
症

か
ら
脱
す
る
確
か
な
道
で
あ
る
。


